
　

10
月
1
、
2
日
の
2
日
間

に
わ
た
り
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
百
周
年
記
念
講
堂
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
、
厚
木
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス

に
同
時
中
継
を
し
た
。
海
外

か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ペ
ル
ー
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、

韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ

ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
23
カ
国
・
地
域
か
ら

学
生
37
人
と
教
員
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
17
人
が
参
加
し
た
。
本

学
か
ら
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
2
年
鈴
木
麻
佑
さ
ん

＝
写
真
下
＝
が
「
東
京
農
業

system
s

」
に
決
定
し
た
。

　

世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト
を
運

営
す
る
「
世
界
学
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
、各
国
の
食･

農
・

環
境
に
強
い
関
心
を
持
つ
学

生
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

人
類
共
通
の
課
題
の
解
決
に

大
学
に
て
昆
虫

食
を
広
げ
る
活

動
：
虫
を
食
べ

る
文
化
」
に
つ

い
て
発
表
し

た
。
2
日
間
の

聴
講
者
は
、
約

2
8
0
0
人
に

及
ん
だ
。

　

第
15
回
世
界

学
生
サ
ミ
ッ
ト

の
総
括
と
し
て

総
合
討
論
を
行

い
、
第
16
回
世

界
学
生
サ
ミ
ッ

ト
の
テ
ー
マ
は

「P
rom
oting 
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世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト
は
、
本
学
が
中
心
と
な
り
世
界
の
食
料
・
農
業
・
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
人
類
の
持
続
的
発
展
と
学
生
自
ら
の
役
割
に
つ
い
て
発
表
し
、
討
論
す

る
国
際
会
議
。
第
15
回
目
と
な
る
今
回
は
「
地
域
社
会
の
再
建
と
地
球
規
模
の
課
題
に

対
す
る
意
識
向
上
の
た
め
に
、
革
新
的
手
法
で
取
り
組
む
学
生
活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
食
と
農
と
環
境
に
関
す
る
諸
問
題
と
対
策
お
よ
び
学
生
た
ち
の
役
割
に
つ
い
て
白

熱
し
た
議
論
を
展
開
し
た
。

向
け
て
、
学
生
間
の
情
報
交

換･

共
同
討
議
な
ど
を
推
進

す
る
国
際
組
織
。
本
学
在
学

生
で
関
心
が
あ
れ
ば
、
誰
で

も
委
員
に
な
り
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
現
在
、
本
学

で
は
約
90
人
の
学
生
メ
ン

バ
ー
が
活
動
し
て
い
る
。

（
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
）

　

10
月
15
日
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

学
生
課
外
活
動
の

拠
点
と
な
る
学
生

会
館
落
成
の
式
典

祝
賀
会
が
行
わ
れ

大
澤
貫
寿
理
事
長

が
挨
拶
し
＝
写
真

右
上
、
農
友
会

Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
部
が
演

武
を
披
露
し
た
＝

写
真
左
上
。

　

当
館
は
地
上

4
階
・
地
下
1

階
、
延
床
面
積

4
4
4
0
㎡
、
ア
ー
ス
カ

ラ
ー
の
外
壁
と
け
や
き
の

葉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
白

の
ル
ー
バ
ー
、
開
放
的
な

ガ
ラ
ス
面
で
構
成
。
1
階

の
「
ア
グ
リ
ラ
ウ
ン
ジ
」
は

1
5
3
席
を
用
意
し
、
み

ず
み
ず
し
く
色
と
り
ど
り
な

野
菜
を
盛
り
付
け
た
サ
ラ
ダ

プ
レ
ー
ト
の
よ
う
な
学
生
の

集
い
の
場
と
な
る
。同
階「
ア

グ
リ
キ
ッ
チ
ン
」
＝
写
真
右

下
＝
は
各
階
の
交
流
ス
ペ
ー

ス
の
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
と
と
も

に
学
生
が
圃
場
で
収
穫
し
た

野
菜
な
ど
を
材
料
に
料
理
し

た
り
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
2
〜

4
階
は
農
友
会
各
部
・
全
学

応
援
団
・
各
学
科
統
一
本
部
・

同
好
会
の
部
室
、
2
・
3
階

中
廊
下
に
は
開
放
的
な
吹
き

抜
け
空
間
「
ア
グ
リ
広
場
」、

4
階
に
は
短
期
留
学
生
な
ど

を
受
入
れ
可
能
な
宿
泊
室
、

地
下
1
階
に
は
音
楽
練
習

室
、収
穫
祭
倉
庫
、シ
ャ
ワ
ー

室
を
完
備
。

　

1
階
ア
グ
リ
ラ
ウ
ン
ジ
に

は
株
式
会
社
サ
ガ
ミ
ベ
ー

カ
リ
ー
が
運
営
す
る
パ
ン

屋
「B

unB
un

」
が
開
店
し

＝
写
真
左
下
、
本
学
応
用
生

物
科
学
部
食
品
加
工
技
術
セ

　

文
部
科
学
省
平
成
27
年
度

世
界
展
開
力
強
化
事
業
に
本

学
が
申
請
し
た
「
中
南
米
地

域
に
お
け
る
食
・
農
・
環
境

分
野
の
実
践
的
な
専
門
家
育

成
事
業
」
が
採
択
さ
れ
た
。

今
年
度
の
世
界
展
開
力
強
化

事
業
の
対
象
地
域
は
中
南
米
・

ト
ル
コ
。
中
南
米
と
の
大
学

間
交
流
形
成
支
援
の
採
択
数

ン
タ
ー
・
野
口
智
弘
准
教
授

が
開
発
し
た
米
粉
パ
ン
も
毎

日
焼
き
販
売
。
伊
勢
原
農
場

の
農
産
物
を
使
用
し
た
パ
ン

も
順
次
提
供
す
る
予
定
。
焼

き
立
て
パ
ン
が
ほ
の
か
に

香
り
、
明
る
く
開
放
的
な

課
外
活
動
の
拠
点
「
農
舞

台
」
学
生
会
館
が
い
よ
い
よ

O
P
E
N
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
。

（
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
）

は
申
請
25
件
の
う
ち
8
件
（
私

大
は
本
学
含
め
2
件
）。
こ
れ

に
よ
り
東
京
農
大
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
さ
ら
に
加
速
す
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

中
南
米
に
お
け
る
持
続
的
な

食
料
生
産
を
目
指
す
起
業

家
、
食
農
・
環
境
問
題
の
実

践
的
な
専
門
家
を
育
成
す
る

た
め
に
、
中
南
米
の
協
定
校

か
ら
の
交
換
留
学
生
の
受
け

入
れ
数
を
倍
増
さ
せ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
学
生
を
協
定
校
へ
派
遣
す

る
。
そ
の
た
め
に
、
既
存
の

交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加

え
て
、
実
学
主
義
に
基
づ
く

実
践
的
な
教
育
と
し
て
中
南

米
と
日
本
で
相
互
に
農
学
系

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
協

定
校
の
学
生
を
本
学
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
受
け
入

れ
、
先
端
的
な
食
料
・
農
業
・

環
境
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、

本
学
か
ら
は
中
南
米
で
卒
業

生
が
経
営
す
る
農
園
お
よ
び

加
工
場
に
学
生
を
派
遣
実
施

す
る
。
ま
た
、
日
本
か
ら
の

短
期
留
学
生
は
現
地
に
お
い

て
ス
ペ
イ
ン
語
も
し
く
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
集
中
教
育
を

受
講
さ
せ
、
中
南
米
か
ら
の

留
学
生
は
本
学
で
集
中
的
な

日
本
語
教
育
を
行
っ
て
、
相

互
の
文
化
を
理
解
し
た
専
門

家
を
育
て
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
中
南
米
地
域
で
活
躍

で
き
る
開
拓
（
開
発
）
型
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
持
続
的
な
食

糧
生
産
を
め
ざ
す
日
系
企
業

へ
の
就
職
並
び
に
農
林
水
産

業
に
お
け
る
起
業
家
の
実
業

を
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

（
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
）

文
科
省
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
に
採
択

厚木学生会館オープン！

食
・
農
・
環
境
問
題
を
議
論

15
回
世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト
開
催   

中
南
米
で
食
・
農
・
環
境
の
専
門
家
を
育
成

開
会
式
で
の
記
念
写
真
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わ
が
国
が
行
っ
て
い
る
政

府
開
発
援
助
（
O
D
A
）

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や

予
算
を
ご
存
じ
の
方
は
少
な

い
だ
ろ
う
。
大
別
し
て
国

　

本
学
は
8
月
3
日
に
三
菱

地
所
株
式
会
社
及
び
一
般
社

団
法
人
大
丸
有
環
境
共
生
型

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会
（
エ

コ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
協
会
）
と
包

括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

「
食
と
農
」
分
野
に
お
い

て
、
大
手
町
・
丸
の
内
・
有

楽
町
地
区
（
以
下
、
大
丸
有

エ
リ
ア
）
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
、
都
市
と
地
方
が
連
携
す

る
拠
点
を
構
築
し
、
新
た
な

価
値
創
造
に
つ
な
が
る
仕
組

み
、
お
よ
び
そ
れ
を
推
進
す

る
産
学
連
携
の
推
進
を
目
的

に
、
人
材
の
育
成
に
関
す
る

こ
と
、
共
同
研
究
に
関
す
る

こ
と
、
産
学
連
携
拠
点
づ
く

り
を
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
学
は
都
市

と
地
方
の
連
携
を
テ
ー
マ
と

す
る
大
丸
有
エ
リ
ア
で
の
食

の
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
支
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同

じ
く
三
菱
地
所
は
こ
れ
ま
で

大
丸
有
エ
リ
ア
で
、
„
 ニ
ッ

ポ
ン
の
食
を
元
気
に„

を
合

言
葉
に
国
産
食
材
を
応
援
す

る
「
食
育
丸
の
内
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
き
た

が
、
こ
の
協
定
を
機
に
、
多

く
の
食
材
生
産
者
を
有
す
る

本
学
卒
業
生
と
大
丸
有
エ
リ

ア
を
繋
げ
る
こ
と
で
地
方
創

生
に
も
寄
与
し
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と
の
共
同

作
業
で
開
発
途
上
国
を
中
心

に
広
く
世
界
中
に
普
及
さ
れ

る
。
2
0
1
4
年
の
年
間

予
算
額
は
約
1
2
0
0
億

円
で
あ
り
、
わ
が
国
も
そ
の

1
%
を
拠
出
し
て
い
る
。

　

独
立
科
学
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
理
事
会（
I
S
P
C
）

は
C
G
I
A
R
の
一
組
織
と

し
て
理
事
7
人
で
構
成
。
私

は
2
0
1
3
年
3
月
か
ら
今

年
9
月
ま
で
理
事
を
務
め
た
。

最
重
要
任
務
は
2
0
1
0

年
に
開
始
さ
れ
た
各
研
究
セ

ン
タ
ー
横
断
型
の
期
間
5

年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（C
R
P
:C
G
IA
R
 R
esearch 

Program
）
の
課
題
内
容
や

進
行
状
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ

と
。
私
の
在
籍
期
間
中
、
現

在
進
行
中
の
16
C
R
P
の

　

本
学
は
7
月
21
日
に
中
国

上
海
交
通
大
学
農
業
与
生
物

学
院
（
上
海
市
）
と
学
術
協

定
を
締
結
し
た
。
上
海
交
通

大
学
は
、
中
華
人
民
共
和
国

国
務
院
教
育
部
直
属
の
国
立

総
合
大
学
で
、
第
5
代
国
家

主
席
・
江
沢
民
氏
の
出
身
校

と
し
て
有
名
。
国
家
重
点
大

学
で
、
特
に
理
工
系
に
伝
統

が
あ
り
、
社
会
科
学
か
ら
自

然
科
学
、
基
礎
学
か
ら
応
用

学
ま
で
幅
広
い
学
部
を
備
え

る
。

　

現
在
、
中
国
国
内
で
は
、

地
域
格
差
の
問
題
や
環
境
問

題
、
さ
ら
に
食
品
安
全
な
ど

多
く
の
問
題
を
抱
え
る
が
、

こ
の
連
携
に
よ
り
英
知
を
結

集
し
、
こ
れ
ら
の
社
会
問
題

の
解
決
に
臨
む
ほ
か
、
交
流

に
よ
る
さ
ら
な
る
教
育
効
果

の
向
上
を
は
か
る
。

　

本
学
は
9
月
10
日
に
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
と
学

術
協
定
を
締
結
し
た
。

　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学

は
州
首
都
パ
ー
ス
に
あ
り
、

豪
州
8
大
学
の
一
角
の
総
合

大
学
で
11
学
部
を
有
す
。

　

本
協
定
の
中
心
と
な
る

の
が
科
学
部
（D

ept. of 
Sciences

）。L
ife Science 

and A
griculture

分
野
で

国
内
1
位
、
世
界
で
は
24
位

と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
を
誇
る

（
2
0
1
4
年
）。

　

特
に
乾
燥
地
農
業
に
関
す

る
研
究
は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
に
あ
り
、
著
名
な
教
授

陣
を
揃
え
る
。

　

10
月
16
日
、
本
学
は
木
徳

神
糧
株
式
会
社
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。
本
協
定

は
農
業
及
び
関
連
産
業
の
活

性
化
に
貢
献
し
う
る
活
動
を

展
開
す
る
と
共
に
、
農
業
開

発
へ
の
支
援
を
通
じ
た
国
際

協
力
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
球
的
規
模
で
の

食
料
・
環
境
問
題
の
解
決
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　

木
徳
神
糧
株
式
会
社
は

1
8
8
2
年
創
業
の
米
卸

売
会
社
で
、
年
間
販
売
数
量

は
約
30
万
ト
ン
を
誇
る
。
長

年
培
っ
た
米
の
精
米
は
も
ち

ろ
ん
、
米
を
全
世
界
に
展
開

す
る
コ
メ
ビ
ジ
ネ
ス
で
国
内

外
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

に
も
努
め
る
。

連
、
I
M
F
、
O
E
C
D
、

そ
の
他
、
に
2
0
1
4
年

は
総
額
9
2
0
0
億
円

を
拠
出
し
て
い
る
。
国
際

農
業
研
究
協
議
グ
ル
ー
プ

（
C
G
I
A
R
）
は

開
発
途
上
国
の
農
業

開
発
研
究
を
世
界
規

模
で
展
開
す
る
共
同

体
で
あ
り
、
傘
下
に

国
際
イ
ネ
研
究
所

（
I
R
R
I
）
や
国

際
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

小
麦
改
良
セ
ン
タ
ー

（
C
I
M
M
Y
T
）

な
ど
15
の
国
際
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
を
持

つ
。
各
セ
ン
タ
ー
で

の
成
果
は
多
く
の

　

台
湾
国
立
嘉
義
大
学
農
学

院
と
本
学
農
学
部
、
並
び
に

台
湾
国
立
嘉
義
大
学
生
命
科

学
院
と
本
学
生
物
産
業
学
部

は
7
月
28
日
に
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
た
。
嘉
義
大
学

一
行
は
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
を

順
次
訪
問
、
視
察
を
行
な
っ

た
。

　

今
後
、
各
学
部
に
お
い
て
、

交
換
授
業
の
実
施
、
学
生
・

教
員
の
定
期
的
な
訪
問
、
交

流
を
推
進
予
定
。

　

本
学
は
7
月
29
日
に
株
式

会
社
サ
カ
タ
の
タ
ネ
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

　

本
学
で
は
農
業
及
び
関
連

産
業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

活
動
及
び
農
業
開
発
へ
の
支

援
を
通
じ
た
国
際
協
力
活
動

を
展
開
。

　

サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、
海
外

19
カ
国
に
25
カ
所
の
研
究
・

生
産
・
営
業
拠
点
を
持
ち
、

1
7
0
カ
国
以
上
の
国
々

に
「
種
子
」
を
供
給
す
る
、

世
界
的
な
種
苗
ブ
ラ
ン
ド
企

業
。

　

相
互
の
活
動
か
ら
地
球
的

規
模
で
の
食
料
・
環
境
問
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

評
価
と
2
0
1
7
年
か

ら
開
始
さ
れ
る
第
II
期

C
R
P
の
申
請
審
査
を
実

施
。
2
0
1
0
年
開
始
の

C
R
P
共
通
目
標
は
、
乾

燥
や
温
暖
化
で
悪
化
す
る

環
境
で
、
ア
フ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
地
域
を
中
心
と
し
た

約
12
億
人
の
貧
困
層
が
持

続
的
農
業
を
行
い
生
産
物

か
ら
収
入
を
得
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
構
築
。
第
II
期

で
は
そ
の
目
標
設
定
が
さ

ら
に
徹
底
さ
れ
13
C
R
P

に
再
構
成
さ
れ
る
。
各

C
R
P
の
目
標
達
成
を

願
う
と
と
も
に
、
国
際
食

料
情
報
学
部
生
に
は
特
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

将
来
C
G
I
A
R
研
究

セ
ン
タ
ー
等
で
の
活
躍
を

願
っ
て
い
る
。
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植
物
由
来
機
能
性
成
分
の

う
ち
、
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
に
最
も
効

果
的
な
の
は
大
豆
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

は
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
が
骨
代

謝
を
制
御
す
る
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
類
似

し
た
構
造
を
と
り
、
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
受
容
体
を
介
し
て
骨

に
有
効
性
を
も
た
ら
す
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
は
「
植
物
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

博
士
研
究
員
と
し
て
働
い
て

い
た
。
教
授
は
植
物
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン
依

存
性
が
ん
予
防
に
関
す
る
研

究
を
さ
れ
て
い
た
が
、
私
は

元
々
ミ
ネ
ラ
ル
の
研
究
を
し

て
い
た
為
、
帰
国
後
は
骨
代

謝
に
絡
め
た
植
物
エ
ス
ト
ロ

ソ
フ
ラ
ボ
ン
代
謝
産
物
の
エ

ク
オ
ー
ル
と
い
う
物
質
で
、

骨
量
減
少
も
効
率
的
に
抑
制

さ
れ
た
。
エ
ク
オ
ー
ル
は
、

1
9
9
7
年
、
乳
が
ん
の

罹
患
リ
ス
ク
低
減
に
寄
与
す

る
こ
と
で
、
有
名
な
医
学
雑

誌
の
「
L
a
n
c
e
t
」
に

登
場
し
て
以
来
、
親
物
質
の

ダ
イ
ゼ
イ
ン
よ
り
も
強
い
生

理
作
用
を
も
つ
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。

　

ヒ
ト
で
は
、
ダ
イ
ゼ
イ
ン

か
ら
エ
ク
オ
ー
ル
に
代
謝

で
き
る
産
生
者
と
非
産
生

者
に
分
か
れ
、
産
生
者
で

は
1
年
間
の
イ
ソ
フ
ラ
ボ

ン
介
入
試
験
に
よ
り
、
更
年

期
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
な
く
骨

量
減
少
や
体
脂
肪
増
大
が

低
減
さ
れ
る
。
で
は
、
そ

の
他
の
野
菜
や
果
物
の
成

分
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

1
9
9
9
年
、
米
国
科
学

誌
の
「
S
c
i
e
n
c
e
」

に
、
た
ま
ね
ぎ
の
骨
粗
鬆
症

予
防
効
果
に
関
す
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
私
た
ち
の
研
究

グ
ル
ー
プ
で
は
、
柑
橘
系

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
合
成
抑
制
を
介

し
た
骨
量
減
少
抑
制
作

用
、
更
に
は
オ
リ
ー
ブ
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
の
含
硫
化
合
物
お
よ

び
ベ
リ
ー
等
の
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
類
の
抗
炎
症
を
介

し
た
骨
破
壊
の
抑
制
作
用

を
確
認
し
て
来
た
。
こ
れ

ら
の
機
序
を
介
し
た
作
用

は
骨
粗
鬆
症
の
み
な
ら

ず
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
等
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
同
時
に
緩

和
さ
せ
る
可
能
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
研
究
（
平
成
27
〜
29
年

度 

科
研
費
・
基
盤
（
A
））

に
よ
り
詳
細
を
検
討
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　

も
う
20
年
近
く
前
に
な
る

が
、
私
は
「
植
物
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
ア
ド

ラ
ー
ク
ロ
イ
ツ
教
授
の
下
で
、

ゲ
ン
の
研
究
を
継
続
す
る
こ

と
に
し
た
。
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

代
謝
は
腸
内
細
菌
に
影
響
さ

れ
る
為
、
腸
内
細
菌
叢
を
変

化
さ
せ
る
食
品
成
分
と
イ
ソ

フ
ラ
ボ
ン
を
併
用
摂
取
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
骨
粗
鬆
症
モ
デ

ル
動
物
で
増
加
し
た
の
は
イ

野
菜
や
果
物
の
成
分
が

　
　
骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る
か
？

　

食
品
安
全
健
康
学
科　

教
授　

上
原
万
里
子

I
S
P
C
理
事
を
務
め
終
え
て

総
合
研
究
所
　
教
授
　
佐
々
木 

卓
治

サ
カ
タ
の
タ
ネ
と

三
菱
地
所
と
エ
コ
ッ

ツ
ェ
リ
ア
協
会
と

多
岐
に
わ
た
る
東
京
農
大
の
産
学
連
携
協
定

台
湾
嘉
義
大
２
学
部
と

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
学
と

木
徳
神
糧
株
式
会
社
と

上
海
交
通
大
学

農
業
与
生
物
学
院
と

ISPCメンバー集合写真。前列左が議長 Dr.Maggie Gill。
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「
食
と
農
」
の
博
物
館
で
は
10
月
14

日
か
ら
特
別
展
「
女
わ
ざ
と
自
然
と
の

か
か
わ
り
」
―
農
を
支
え
た
東
北
の
布

た
ち
―
展
を
開
始
。
昨
年
の
博
物
館
開

館
10
周
年
記
念
展
示
「
農
と
祈
り
」
―

田
の
馬
、
神
の
馬
―
展
に
続
き
、
農
業

を
中
心
に
日
本
人
が
営
々
と
営
ん
で
き

た
生
活
を
、「
布
」
と
い
う
視
点
で
捉

え
た
民
俗
学
的
展
示
で
あ
る
。

　

1
階
で
は
新
た
に
ト
ラ
ク
タ
ー
3
台

が
展
示
さ
れ
圧
倒
的
な
存
在
感
を
み
せ

て
い
る
。
本
学
の
農
場
の
整
備
や
農
業

機
械
実
習
の
授
業
な
ど
で
長
い
間
使
わ

れ
て
き
た
貴
重
な
ベ
テ
ラ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
で
あ
り
必
見
で
あ
る
。

受
賞
な
ど

▼
日
本
乳
酸
菌
学
会
2
0
1
5
年
度
大

会
／
若
手
優
秀
発
表
賞
／
新
穂
高
（
食

香
博
後
3
年
）
／
「L

actobacillus 

paracasei 

に
お
け
る
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵

素
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
の
機
能
解
析
」
／
7
月

11
日

▼
第
13
回
微
量
元
素
の
生
物
地
球
化
学

に
関
す
る
国
際
会
議
（
I
C
O
B
T
E 

2
0
1
5 

F
U
K
U
O
K
A
）

／

ポ
ス
タ
ー
賞
【
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
】
／
齋
藤
彰
宏 

助
教
（
生
物
応
用

化
学
科
）
他
／
「C

haracterization 

of heavy m
etal-induced vesicular 

com
partm

ents in the perivacuolar 

region in plant cells

」
／
7
月
13
日

▼
第
5
回
国
際
野
生
生
物
管
理
学
会（Vth 

International W
ildlife M

anagem
ent 

C
ongress

）
／
学
会
特
別
賞
／
羽
根
田

貴
行
（
生
物
博
後
3
年
）
／
「Seasonal 

M
ovem

ent and D
iving P

atterns of 

the K
uril H

arbor Seals in E
astern 

H
okkaido

」
／
7
月
31
日

▼
日
本
食
品
科
学
工
学
会
第
62
回
大
会 

第
11
回
若
手
の
会
／
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表

企
業
賞
【
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
】
／
山

岸
彩
乃（
化
学
博
前
2
年
）／「
ア
ル
フ
ァ

化
米
が
肥
満
モ
デ
ルZ

ucker rat

の
脂

質
代
謝
に
及
ぼ
す
影
響
」
／
8
月
27
日

▼
日
本
食
品
科
学
工
学
会
第
62
回
大
会
第

11
回
若
手
の
会
／
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表
企

業
賞
【
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
】
／
尾
関

峻
輔
（
食
香
博
前
2
年
）
／
「
香
辛
料
香

気
成
分
に
よ
る
高
カ
テ
キ
ン
緑
茶
の
苦
渋

味
軽
減
効
果
」
／
8
月
27
日

▼
環
境
科
学
会
2
0
1
5
年
会
／
優
秀

発
表
賞
（
富
士
電
機
賞
）【
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
】
／
「
多
摩
川
源
流
域
に
お
け
る

気
象
・
地
形
・
植
生
の
変
遷
に
伴
う
年
蒸

発
散
量
の
変
化
」
／
佐
藤
博
紀
（
森
林
4

年
）
／
9
月
7
日

▼
第
62
回
日
本
栄
養
改
善
学
会
学
術
総
会

／
奨
励
賞
／
勝
間
田
真
一 

助
教
（
栄
養

科
学
科
）
／
「
リ
ン
過
剰
摂
取
に
よ
る
骨

代
謝
変
動
に
関
す
る
研
究
」
／
9
月
24
日

▼
日
本
農
芸
化
学
会
2
0
1
5
年
度
関

東
支
部
大
会
／
若
手
優
秀
発
表
賞
【
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
】
／
政
田
尚
子
（
醸
造

博
前
1
年
）
／
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
生
合

成
阻
害
活
性
を
有
す
るD

ecarestrictine 

H
・
J

の
合
成
及
び
立
体
化
学
に
関
す
る

研
究
」
／
9
月
26
日

　

7
月
11
、
12
日
の
2
日
間
、

平
成
27
年
度
教
育
後
援
会
地

方
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
全
国

点
を
置
き
、
途
上
国
の
農

業
開
発
に
貢
献
で
き
る
教

育
研
究
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
教
育
研
究
が
机
上
の

知
識
で
完
結
す
る
こ
と
な

く
、
農
業
の
現
場
と
常
に

連
携
を
取
り
な
が
ら
「
実

学
主
義
」
を
大
切
に
し
て
、

教
育
研
究
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

高
い
志
を
持
ち
東
京
農

大
に
入
学
す
る
学
生
た
ち

が
、
卒
業
時
に
は
熾し

れ
つ烈

な

競
争
力
が
求
め
ら
れ
る
国

際
社
会
に
自
信
を
持
っ
て

飛
び
立
て
る
よ
う
に
全
力

で
教
育
研
究
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

も
笑
顔
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

会
で
し
た
／
大
阪
会
場
・
国

際
2
年
他
」
な
ど
の
多
数
の

コ
メ
ン
ト
（
ア
ン
ケ
ー
ト
抜

粋
）
が
あ
り
好
評
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
相
談
で

保
護
者
か
ら
直
接
受
け
た
意

見
要
望
等
は
今
後
も
「
学
生

に
愛
さ
れ
る
大
学
」
に
な
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
運

営
や
次
回
開
催
に
向
け
て
検

討
を
行
う
。

　

本
学
の
地
方
懇
談
会
は

1
9
6
2
年
に
始
ま
り
今

年
で
54
回
目
。
神
奈
川
、
埼

玉
を
除
く
各
道
府
県
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
原
則
隔
年
に

開
催
し
て
い
る
。
毎
年
6
月

に
は
世
田
谷
、
厚
木
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
10
月
に
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
内
容

の
教
育
懇
談
会
を
実
施
し
て

い
る
。　

（
教
育
後
援
会
・
学
長
室
）

24
会
場
で
約
1
8
0
0
人

の
保
護
者
が
参
加
。
当
日
は

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

た
学
生
生
活
、
教

務
、
就
職
活
動
関

連
の
説
明
の
後
、

昼
食
会
、
個
別
相

談
会
が
行
わ
れ

た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
子
を
送
り

出
す
親
と
し
て
地

方
で
の
開
催
は
助

か
る
／
長
岡
会

場
・
国
際
2
年

他
」「
今
後
も
会

の
継
続
を
／
福
岡

会
場
・
生
物
3
年

他
」「
資
料
や
説

明
も
抱
負
で
教
員

　

1
9
1
4
年
に
本
学
卒

業
生
が
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
に

移
住
し
て
か
ら
一
世
紀
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
農
大
会
編
集
委

員
会
は
4
年
の
歳
月
を
か

け
「
移
住
百
年
史
〜
堅
き

絆
1
9
1
4

－

2
0
1
4

〜
」
＝
写
真
＝
を
製
作
。
貴

重
な
写
真
や
文
献
と
と
も

に
1
0
0
年
の
歴
史
が

7
2
6
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

綴
ら
れ
た
重
厚
な
書
籍
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
農
大

卒
業
生
の
汗
と
涙
と
果
て
し

な
い
笑
顔
の
詰
ま
っ
た
魂
の

結
晶
と
も
い
え
よ
う
。

　

8
月
22
日
サ
ン
パ
ウ
ロ
伯

国
農
大
会
館
で
出
版
祝
賀
会

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ダ

イ
コ
ン
1
万
本
を
栽
培
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、

こ
の
た
び
収
穫
祭
（
10
月
31

日
、
11
月
1
日
）
の
来
場
者

を
迎
え
る
準
備
が
整
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
農
学

科
・
高
畑
健
助
教
を
リ
ー

ダ
ー
に
、
学
生
・
教
職
員
協

働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立

ち
上
が
り
、学
生
同
士
、
学

生
と
教
職
員
、
キ
ャ
ン
パ
ス

と
企
業
、キ
ャ
ン
パ
ス
と
地

域
の
「
つ
な
が
り
を
一
層
強

化
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
企

画
さ
れ
た
。

　

大
学
院
生
7
人
が
コ
ア

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
青
首

系
の
品
種
と
赤
色
系
の
品

種
1
万
本
を
用
い
て
描
く

図
柄
を
決
め
た
。
8
月
28

日
に
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の

大
学
院
生
・
学
部
生
・
教

職
員
は
じ
め
、
伊
勢
原
農

場
の
技
術
職
員
・
農
業
技

術
練
習
生
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
野
球
部
・
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
の
部
員
、
こ

の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
っ
た
企
業
の
方
々
が
加

わ
り
、
総
勢
1
5
0
人

で
長
さ
80
m
の
18
畝
に
種

ま
き
を
行
っ
た
＝
写
真
下
。

そ
の
後
の
灌
水
・
間
引
き
・

除
草
な
ど
の
作
業
も
文
字

通
り
キ
ャ
ン
パ
ス
総
動
員

で
行
い
、
遂
に
完
成
し
た
。

　

収
穫
祭
当
日
は
51
人
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
来
場
者
と
収

穫
の
喜
び
を
わ
か
ち
あ
う

「
だ
い
こ
ん
収
穫
体
験
」を
企

画
・
運
営
す
る
。
収
穫
の
一

部
は
厚
木
市
内
の
介
護
施
設

に
届
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
）

が
催
さ
れ
、
沖
ブ
ラ
ジ
ル
支

部
長
、
髙
野
学
長
、
舟
山
事

務
局
長
、
志
和
地
国
際
協
力

セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
約
70

人
が
出
席
。
髙
野
学
長
は「
第

一
次
産
業
に
携
わ
る
人
口
が

減
り
、
苦
労
を
知
ら
な
い
世

代
の
子
ど
も
た
ち
が
ま
た
ブ

ラ
ジ
ル
で
研
修
を
し
た
い
と

言
う
の
は
、
農
大
D
N
A

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
証
拠
。

こ
の
地
で
次
世
代
の
卒
業
生

と
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
」と
祝
辞

を
述
べ
、
さ
ら
な
る
発
展
と

交
流
を
誓
っ
た
。（
学
長
室
）

代
に
恩
師
か
ら
頂
い
た
「
い

く
ら
立
派
な
論
文
を
書
い
て

も
そ
の
命
は
長
く
て
も
10
年

程
度
だ
が
、
一
緒
に
そ
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
学
生
と
の

付
き
合
い
は
一
生
続
く
」
と

い
う
言
葉
で
あ
る
。
農
学
と

い
う
果
て
し
な
く
広
い
分
野

の
諸
課
題
の
解
決
を
研
究
者

と
し
て
一
人
で
目
指
す
よ
り

も
、
多
く
の
仲
間
と
一
緒
に

挑
戦
で
き
れ
ば
と
思
い
、
教

員
と
い
う
道
を
選
ん
だ
。

　

今
後
は
、
母
国
イ
ン
ド
を

は
じ
め
と
す
る
途
上
国
の
ほ

と
ん
ど
が
位
置
す
る
熱
帯
地

域
に
お
け
る
作
物
の
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
る
研
究
に
重

 
保
護
者
の
不
安
解
消
！

　
　
　
　

 

地
方
懇
談
会
を
開
催

収穫祭へ「WELCOME」の文字が浮き出る！

活
躍
す
る
卒
業
生

　
「I w

ish to w
ork in 

the field of agriculture 
as a scientist!

」
は
私
が

中
学
卒
業
時
に
書
い
た
作
文

の
一
行
で
あ
る
。
作
物
を
育

て
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
私

に
と
っ
て
、
進
路
の
選
択
肢

に
は
常
に
「
農
学
」
が
あ
っ

た
。
高
校
時
代
、
母
国
イ
ン

ド
の
農
業
大
学
へ
の
進
学
も

検
討
し
た
が
、
ど
の
大
学
も

座
学
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
多
く
、
進
学
先
と
し
て
の

魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
時
、
高
校
の
先
生
の
尽

力
に
よ
り
、
後
に
学
生
・
大

学
院
生
と
し
て
9
年
間
、
さ

ら
に
は
教
員
と
し
て
所
属
す

る
こ
と
に
な
る
国
際
農
業
開

発
学
科
の
熱
帯
作
物
学
研
究

室
を
見
学
す
る
機
会
を
得
た
。

国
内
外
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持

ち
、
得
ら
れ
た
成
果
を
現
場

に
戻
す
「
実
学
主
義
」
を
大

切
に
す
る
国
際
農
業
開
発
学

科
で
学
び
た
い
と
い
う
思
い

が
さ
ら
に
強
く
な
り
入
学
を

決
意
し
た
。

　

母
校
東
京
農
大
で
は
教
員

に
な
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、

当
初
は
教
育
者
と
し
て
の
自

分
の
姿
を
十
分
に
描
け
ず
に

い
た
。
教
員
に
な
ろ
う
と
決

め
た
一
番
の
理
由
は
学
生
時

「
農
大
人
」
と
し
て

国
際
農
業
開
発
学
科　

助
教　

パ
チ
ャ
キ
ル
・
バ
ビ
ル

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
1
0
0
年
史
発
刊

世
界
で
受
け
継
が
れ
る
東
京
農
大
精
神

だ
い
こ
ん
1
万
本
ア
ー
ト
完
成
！

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

「
食　
と　
農
」
の

博
物
館
だ
よ
り

宇
都
宮
会
場
の
様
子

「生きる」を支える 東京農業大学2015年10月27日（第 75 号）
❸



　

ど
ん
な
に
個
人
戦
で
成
績
が
良
く
て

も
、
団
体
戦
と
し
て
の
成
績
で
あ
れ
ば

う
れ
し
さ
は
数
倍
と
な
る
。

　

個
人
戦
は
当
た
り
前
だ
が
、
真
に
追

求
す
る
の
は
『
東
京
農
大
団
体
優
勝
』。

　

7
月
、
石
川
県
金
沢
市
で
行
わ
れ
た

第
5
回
全
日
本
大
学
選
抜
相

撲
金
沢
大
会
。
強
豪
ぞ
ろ
い

の
予
選
を
1
位
通
過
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
拓
殖
大
、

日
大
に
競
り
勝
ち
、
決
勝
は

中
央
大
。
2
勝
を
先
取
さ
れ
、

相
手
に
傾
い
た
流
れ
の
中
か

ら
底
力
を
見
せ
た
。
副
将
・

北
村（
森
林
3
年
）と
大
将
・

鈴
木
（
工
学
3
年
）
が
自
分

よ
り
大
柄
で
実
績
あ
る
選
手

を
相
手
に
、
一
歩
も
引
か
ぬ

会
心
の
相
撲
内
容
で
3
対
2

と
逆
転
。
日
頃
の
努
力
が
実

り
念
願
の
全
国
大
会
団
体
優

勝
を
果
た
し
た
＝
写
真
。

　

11
月
7
、
8
日
に
開
催
さ

れ
る
全
国
大
学
相
撲
選
手
権

大
会
（
大
阪
府
堺
市
）
は
、

持
ち
前
の
意
地
と
度
胸
を
前

面
に
出
し
優
勝
を
狙
う
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

は
北
海
道
六
大
学
野
球
秋
季

リ
ー
グ
戦
一
部
リ
ー
グ
で
3

季
連
続
26
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
（
9
勝
1
分
）。

　

ま
た
10
月
4
、
5
日
に
行

わ
れ
た
第
46
回
明
治
神
宮
野

球
大
会
へ
の
道
と
な
る
北
海

道
地
区
代
表
決
定
戦
で
は
、

道
都
大
（
札
幌
）
に
2
戦
連

続
の
逆
転
負
け
を
喫
し
、
悔

し
涙
を
飲
ん
だ
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
え

ば
カ
ボ
チ
ャ
。
野
菜
と

し
て
利
用
さ
れ
る
カ
ボ

チ
ャ
は
主
に
、
セ
イ
ヨ

ウ
カ
ボ
チ
ャ(C

ucurbita 
m
axim

a D
uch.

）、ニ
ホ
ン

カ
ボ
チ
ャ(C

ucuribita 
m
oschata D

uch.)
、
ペ

ポ
カ
ボ
チ
ャ(C

ucurbita 
pepo L

.)

の
3
種
類
に
分

け
ら
れ
る
。

　

現
在
で
は
、
甘
味
の
強

い
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ボ
チ
ャ
が

栽
培
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ボ
チ
ャ
の
外

観
に
は
独
特
の
特
徴
が
あ
り
、

果
実
の
形
や
表
面
、果
梗（
か

こ
う
：
果
実
と
茎
と
を
繋
ぐ

部
位
）
の
切
り
口
な
ど
か
ら

種
類
を
判
断
で
き
る
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
特
徴

を
覚
え
て
、
カ
ボ
チ
ャ
の
買

い
物
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　

以
下
に
、
写
真
付
き
で
ま

と
め
て
み
た
。

（
農
学
科
助
教
／
高
畑
健
）

　

今
年
大
相
撲
九
月
場
所

（
東
京
）
で
、
見
事
に
11
勝

4
敗
と
勝
ち
越
し
た
新
十
両

の
正
代（
H
26
開
発
卒
）は
、

大
澤
貫
寿
理
事
長
と
髙
野
克

己
学
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
た

「
東
京
農
大
」
化
粧
ま
わ
し

を
土
俵
上
で
初
め
て
披
露
し

た
＝
写
真
。
本
学
か
ら
9
人

目
の
関
取
と
な
っ
た
正
代
に

十
一
月
場
所
（
福
岡
）
で
も

さ
ら
な
る
声
援
を
。

　

網
走
市
で
初
の
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
が
9
月
27
日
に
開
催

さ
れ
外
国
人
を
含
む
全
国
か

ら
約
2
6
0
0
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
秋
の
爽
や
か
な
コ
ー

ス
を
駆
け
抜
け
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、午
前
9
時

に
水
谷
洋
一
網
走
市
長
の
号

砲
で
網
走
刑
務
所
前
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
が
一
望
で
き
る
絶
景
の

広
が
る
能
取
岬
を
経
由
し
て
、

1
5
0
万
本
の
満
開
の
ひ

ま
わ
り
が
待
つ
大
曲
湖
畔
園

地
＝
写
真
上
＝
の
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
に
は
、

現
役
学
生
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
卒

業
生
、
教
職
員
も
多
数
見
ら

れ
た
。

　

生
物
産
業
学
部
は
、
市
民

を
挙
げ
て
行
う
こ
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
に
全
面
協
力
す
る
た

め
、
授
業
の
一
環
と
し
て
1

年
生
全
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
お
願
い
し
た
。
こ

れ
は
、
生
物
産
業
学
部
の
目

指
す
「
大
学
と
地
域
の
相
互

作
用
に
よ
る
『
共
創 

共
育 

共
感
』
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

を
具
現
化
す
る
た
め
の
重
要

な
活
動
と
位
置
付
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
の

方
々
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

主
体
性
や
発
信
力
等
を
磨
き

「
社
会
人
基
礎
力
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
も
狙
い
と
し
た
。

　

学
生
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点

と
ゴ
ー
ル
地
点
お
よ
び
コ
ー

ス
内
17
カ
所
に
設
置
さ
れ
た

給
水
ポ
イ
ン
ト
、
ス
ポ
ン
ジ

ポ
イ
ン
ト
に
分
か
れ
て
各
ラ

ン
ナ
ー
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
考
え
た
手
作
り
応

援
グ
ッ
ズ
を
手
に
懸
命
に
声

援
を
送
っ
て
い
た
＝
写
真
下
。

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
の
応

援
に
対
し
て
笑
顔
で
返
し
て

い
た
。

　

午
後
の
激
し
い
雷
雨
の
中

で
も
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な

が
ら
声
援
を
送
る
農
大
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
に
感
激
し

た
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
、

S
N
S
を
通
じ
て
感
謝
の

こ
と
ば
を
多
数
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
さ
に
「
農
大
健

児
の
意
気
を
見
た
」
一
日

だ
っ
た
。
輝
い
て
い
た
学
生

の
表
情
が
こ
の
活
動
を
通
じ

て
成
長
で
き
た
証
し
だ
。

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
事
務
部
）

　

第
21
回
関
東
大
学

女
子
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
（
千
葉
市
印

西
・
9
月
27
日
）
で
、

陸
上
競
技
部
の
女
子

長
距
離
＝
写
真
＝
が

2
位
と
な
り
10
月
25

日
に
仙
台
市
で
行
わ

れ
る
第
33
回
全
日
本

大
学
女
子
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
（
杜
の
都
駅

伝
）
に
3
年
連
続
23
回
目
の

出
場
を
果
た
し
た
。
関
東
地

　

第
70
回
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
会

（
9
月
30
日
〜
10
月
5
日
・

田
辺
市
）
で
、
森
坂
嵐
（
ビ

ジ
ネ
ス
1
年
／
奈
良
県
）
が

ラ
イ
ト
級
で
優
勝
し
た
。
ま

た
同
級
の
準
優
勝
は
星
大
二

郎
（
H
19
経
済
卒
／
和
歌

山
県
教
育
庁
）。
フ
ラ
イ
級

で
は
北
浦
龍
馬
（
ビ
ジ
ネ
ス

1
年
／
長
崎
県
）
が
準
優
勝

し
、
ミ
ド
ル
級
で
も
酒
井
幹

生
（
ビ
ジ
ネ
ス
4
年
／
北
海

道
）
が
3
位
入
賞
。
な
お

2
0
1
6
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
五
輪
日
本
代
表
を
決

め
る
第
85
回
全
日
本
ボ
ク
シ

ン
グ
選
手
権
大
会
（
11
月
17

〜
22
日
・
岩
手
県
水
沢
市
）

に
本
学
か
ら
10
名
の
学
生
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
お
り
期
待

が
高
ま
る
。

区
は
6
枠
を
22
チ
ー
ム
が
争

う
厳
し
い
激
戦
と
な
っ
た
が
、
一
区
の
清
水
萌
衣
乃
（
醸
造

1
年
）
が
ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
と
各
区
間
安
定
し

た
走
り
で
上
位
を
キ
ー
プ
し

第
2
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
杜

の
都
・
仙
台
で
は
エ
ー
ス
・

飯
野
摩
耶
（
経
済
4
年
）
を

中
心
に
、
ル
ー
キ
ー
の
力
を

加
え
た
農
大
ら
し
い
粘
り
の

あ
る
走
り
で
7
大
会
ぶ
り
の

シ
ー
ド
権
獲
得
を
狙
っ
た
。

日頃の努力コツコツと
選抜金沢大会  団体優勝

新
十
両
　
正
代

農
大「
化
粧
ま
わ
し
」披
露

農
大
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
！

　
　
網
走
初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

3年連続「杜の都駅伝」

カ
ボ
チ
ャ
の
種
類
は
3
つ　
　

野
菜
の
お
話
⑥
／
最
終
回

相
撲
部

3
季
連
続
V

道
代
表
決
定
戦
で
は
涙

和
歌
山
国
体
で
メ
ダ
ル

オ
ホ
ー
ツ
ク
野
球
部

ボ
ク
シ
ン
グ
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